中学校理科「理科の世界」

訂正箇所

	学年
	頁
	行
	平成24年度用
	平成25年度用

	1
	203
	2段目中央写真
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(おお),大) eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(わく),湧) eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(だに),谷)
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(おお),大) eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(わく),涌) eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(だに),谷)

	1
	218
	やってみよう
手順②
	湯に入れててゆっくり
	湯に入れてゆっくり

	1
	225

226
	実習1図
図22
	美方　17，　泉　56
	〈 美方17を削除 〉，　泉　64

	1
	231
	表5震度7右欄
	りた倒れたりし，
	り倒れたりし，

	1
	243
	発展
	不整合（ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(か),神) eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(な),奈)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(がわ),川)県 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(み),三)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(うら),浦)市）
	不整合（ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(か),神)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(な),奈)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(がわ),川)県 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(よこ),横)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(すか),須賀)市）

	2
	76
	問題4
	問いに答えさい。
	問いに答えなさい。

	2
	131

132
	実習1写真

実習1の結果
	ワシ
	タカ

	2
	192
	4，図19
	消費電力表示器
	消費電力量表示器

	2
	210
	7
	p.206で学習
	p.202で学習

	2
	245
	問い②
	12.8 g/cm3
	12.8 g/m3

	3
	90
	図14
	〈 精子の写真 〉0.001mm
	0.02mm

	3
	102
	トピック　
	〈 図 〉
	〈 らせんの向きを修正 〉

	3
	241
	問題8図2
	〈 Dの位置にある金星 〉
	〈 金星に光のあたる部分が太陽のある側になるよう修正 〉

	3
	299
	左段33
	C，Hにつながる。
	C，Aにつながる。

	3
	302
	表
	時間〔秒〕

移動した距離〔s〕
	時間〔s〕

移動した距離〔cm〕


※〈　〉は，訂正箇所，追加・削除した内容について記述したものです。詳しくは，弊社ホームページをご覧下さい。

学習上の便宜をはかるために変更した箇所
※〈　〉は，変更箇所，追加・削除した内容について記述したものです。
図版などについては，おもな変更箇所を弊社ホームページに掲載しています。
	学年
	頁
	行
	平成24年度用
	平成25年度用

	1
	2
	3
	継続観測
	継続観察

	1
	14
	観察1　必要なもの
	
	〈 「必要なもの」に下記を追加 〉

ブラシ，ペトリ皿，プランクトンネット

	1
	43
	13
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(そくこん),側根)
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(そっこん),側根)〈 より一般的な読み方に変更 〉

	1
	58
	図36
	図36
	図1

	1
	61
	左14
	胚珠が子房に包まれていない
	胚珠がむきだしになっている

	1
	64
	問題7　図2
	〈 グラフ のmLに付した括弧 〉
	〈 括弧を横位置に変更 〉

	1
	66
	下段
	ものが水に溶けても，
	ものが水に eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(と),溶)けても，

	1
	73
	図1上
	でんぷん
	デンプン

	1
	82

88
	12

9
	水溶液
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(すいようえき),水溶液)

	1
	84
	基本操作6　表
	〈 小数第2位までの数字 〉
	〈 小数第１位までに統一 〉

	1
	106
	トピック
	〈 囲み内のレイアウト 〉
	〈 単位前での改行を解消するためレイアウト変更 〉

	1
	109
	実験6　必要なもの
	ゴム栓
	ゴム eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(せん),栓)

	1
	111
	右上写真の文字
	神奈川県
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(か),神)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(な),奈)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(がわ),川)県

	1
	111
	章末問題④
	水とエタノールの混合液
	水とエタノールの混合物

〈 p.130左段1，4行目，右段10行目も同様 〉

	1
	119
	実験8　手順②　図
	〈 「バットなど」の引き出し線 〉
	〈 引き出し線の左端をカットしてバットを指すように修正 〉

	1
	121
	基本操作11　左下
	縦軸の数値を
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(たてじく),縦軸)の数値を

	1
	126
	トピック　左写真
	神奈川工科大学
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(か),神)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(な),奈)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(がわ),川)工科大学

	1
	130
	問題10　図
	〈 グラフ の℃に付した括弧 〉
	〈 括弧を横位置に変更 〉

	1
	138
	8
	はねかえる
	はね返る

	1
	141
	トピック　左図
	群馬県
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ぐんま),群馬)県

	1
	142
	7
	物体に
	ものに

	1
	142
	10
	物体の
	物質の

	1
	144

195
	1

左段20
	空気からガラスに

水から空気へと
	空気中からガラスに
水中から空気中へと

	1
	149
	実験3　手順②
実験3　手順④
	像の上下の向きを調べる。

像の大きさや上下の向きはどうか。
	像の向きを調べる。

像の大きさや向きはどうか。

	1
	149
	実験3　手順③　図
	〈 文字と矢印の位置 〉
	〈 文字と矢印の位置を変更 〉

	1
	152
	図24①
	離れているとき
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(はな),離)れているとき
〈 p.157右上吹き出し，p.171 1行目も同様 〉

	1
	152
	図24②
	〈 図および説明文 〉
	〈 像が焦点距離の2倍の位置にできることを明記 〉

	1
	153
	左段　★1
	撮像素子
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(さつぞう),撮像)素子

	1
	153
	左下写真
	写真を撮影
	写真を eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(さつえい),撮影)

	1
	153
	章末問題④，⑤
	〜 152
	〜 p.152 〈 p.195左段2，37行目，右段11行目も同様 〉

	1
	154
	下段　図
	
	〈 「光軸に平行な光」の文字を挿入 〉

	1
	155
	20，21，写真
	3原色
	三原色

	1
	157
	やってみよう b写真
	〈 矢印の位置 〉
	〈 矢印の位置を変更 〉

	1
	159
	側注　★1
	距離〔m〕を表す。
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(きょ),距)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(り),離)〔m〕を表す。

〈 p.193実験A手順③も同様 〉

	1
	159
	図31②
	間隔でならび，
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(かんかく),間隔)でならび，

〈 p.168左段23行目も同様 〉

	1
	162
	つくってみよう
	せんこうで穴をあけ，
	線香で穴をあけ，

	1
	164
	図34　左下
	横 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(じく),軸)は
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(よこ),横) eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(じく),軸)は
〈 p.175基本操作1手順①も同様 〉

	1
	165
	右下写真
	ピアノの波形

フルートの波形
	ピアノの音の波形
フルートの音の波形

	1
	168
	右段17
	超える台風の
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(こ),超)える台風の

	1
	168

191
	右段18

右段12
	暴風にも耐えられる

圧力にも eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(た),耐)えられる
	暴風にも eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(た),耐)えられる
圧力にも耐えられる

	1
	170
	2
	クギは磁石に
	くぎは磁石に

	1
	170
	左下　やってみよう
	じゃ口から
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(じゃぐち),蛇口)から

	1
	177
	問い
	作用点Pに力を
	作用点Pにはたらく力を

	1
	183
	実験7　必要なもの
	水 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(そう),槽)
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(すい),水) eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(そう),槽)

	1
	190
	トピック　右段
	やっと二つに離れた。
	やっと二つに離れたといわれている。

	1
	191
	章末問題②
	つるまきばねのように，変形の大きさが加えた力に比例するとき，この関係を何というか。
	つるまきばねなどは，変形の大きさが加えた力に比例する。このような関係を何というか。

	1
	191
	章末問題③
	月面でも変わらない物質の
	月面上でも変わらない物質の

	1
	193
	実験A　タイトル
	全身がうつる
	全身のうつる

	1
	193
	実験A
手順③，④
	〈 手順③ 〉①，②の結果から，しるしの間の距離をはかる。
〈 手順④ 〉かべからの距離を2m，3m，…と変えて①〜③の手順を行い，全身がうつるのに必要な鏡の大きさを測定する。
	〈 手順③ 〉①，②の結果から，しるしの間の距離をはかり，全身をうつすために必要な鏡の大きさを測定する。

〈 手順④ 〉かべからの距離を2m，3m，…と変えて①〜③の手順を行う。



	1
	195
	右段6箇所　
	
	〈 ▶の横の1字分の空きを詰める 〉

	1
	201

235
	右下写真
	
	〈 透明容器の写真をわかりやすいものに変更 〉

	1
	202
	地図
	
	〈 島の色を他の陸地の色と統一 〉

	1
	202
	地図中の文字
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ざ),蔵)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(おう),王)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(さん),山)
 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(いけ),池)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(だ),田)・ eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(やま),山)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(かわ),川)
 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(にし),西)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(の),ノ)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(しま),島)
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ざ),蔵) eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(おう),王) eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ざん),山)
 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(いけ),池)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(だ),田)・ eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(やま),山) eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(がわ),川)
 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(にし),西) eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(の),之) eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(しま),島)

	1
	207
	やってみよう
手順①
	50 cm3
20 cm3
30 cm3
	50 g

20 mL

30 mL

	1
	219
	右上5行目
	セロハン
	セロファン

	1
	231
	表5震度6弱右欄
	壁のタイル
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(かべ),壁)のタイル

	1
	238-239
	中央図
	
	〈 海中の堆積層のようすを変更，p.261問題5図も同様 〉

	1
	239
	右上写真文字
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(しずおか),静岡)県
	静岡県

	1
	240
	右上C欄3行目
	砂とれきを混ぜた
	れき，砂，泥を混ぜた

	1
	241
	中央写真文字
	サンプルびん
	サンプル eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(びん),瓶)

	1
	244
	右下図文字
	
	〈 記号F，Gの位置を変更 〉

	1
	247
	中央上写真文字
	福岡県
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ふくおか),福岡)県

	1
	250
	図
	〈 章の導入の図 〉
	〈 よりわかりやすい図に変更 〉

	1
	253
	9〜19

図48，図49
	〈 本文および図48の説明文 〉
	〈 よりわかりやすい記述に変更，それに伴い，図49の大きさなどレイアウトを変更 〉

	1
	257
	右下図
	
	〈 図の大きさを変更，スケールを挿入 〉

	1
	258
	右上図
	
	〈 スケールを挿入 〉

	1
	272
	12
	222
	p.222

	1
	272
	19
	ういている水
	浮いている水

	1
	272
	22

23
	うめる

うめて
	埋める
埋めて

	1
	272

273
	32，34，35

7，12
	押し，押す，押さえ
	おし，おす，おさえ

	1
	274
	右段42
	④逆流を防ぐため
	④集めた液体の逆流を防ぐため

	1
	275
	左段25　図2
	
	〈 記号「イ」と引き出し線を挿入 〉

	1
	275
	左段50　図2
	
	〈 矢印の長さを変更 〉

	1
	275
	右段34
	
	〈 図を挿入 〉

	1
	276
	左段
	
	〈 「塩素」の参照ページに93を追加 〉

	2
	8
	これまでに学習したこと　4箇所
	（1年）
	（中学校1年）

	2
	8
	右段
	光沢がある。
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(こうたく),光沢)がある。

	2
	11
	やってみよう
手順①図
	
	〈 「電池をとりはずす。」の文字を挿入 〉

	2
	14
	図9
	
	〈 丸枠内拡大写真の拡大部分を変更 〉

	2
	15
	実験1　必要なもの
	
	〈 「必要なもの」に下記を追加 〉

薬さじ，薬包紙，こまごめピペット， eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(すいそう),水槽)

	2
	18
	基本操作1　図
	
	〈 ゴム栓を1個追加 〉

	2
	24
	表1
	窒素，硝石，硫黄，砂利，

亜鉛，鉱床，暁
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ちっ),窒)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(そ),素)， eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(しょう),硝)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(せき),石)， eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(いおう),硫黄)， eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(じゃ),砂)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(り),利)，

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(あ),亜)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(えん),鉛)， eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(こう),鉱)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(しょう),床)， eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(あかつき),暁)

	2
	25

25
307
	6

やってみよう
周期表
	112種類の原子の周期表を示した。


	114種類の原子の周期表を示した。

〈 2012年に正式名称が決定したために変更 。それに伴い，周期表に114番元素フレロビウム（記号Fl），116番元素リバモリウム（記号Lv）を追加 〉

	2
	35
	章末問題②
	〜16
	〜p.16

	2
	37
	実験3-A
手順①，③
	
	〈 加熱による質量増加の確認が難しいため，手順①，③を削除 〉

	2
	37
	実験3　必要なもの
	
	〈 「必要なもの」に下記を追加 〉

試験管立て

	2
	38
	4〜20

図32〜35
	〈 本文，図のタイトルおよびキャプション 〉
	〈 実験3-Ａの手順変更に伴い，本文を変更し，側注を追加。また，図のタイトルおよびキャプションを実験３の表現に統一 〉

	2
	47
	実験4　必要なもの
	
	〈 「必要なもの」に下記を追加 〉

試験管立て

	2
	48
	11
	うばい
	うばい，

	2
	49
	10
	呼ばれ，
	よばれ，

	2
	49
	トピック　図
	
	〈 体裁の変更，文字の改行 〉

	2
	49
	問い
	何とよぶか。
	何というか。

	2
	50
	左段23
	亜鉛
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(あ),亜)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(えん),鉛)

	2
	57
	実験6　必要なもの
	
	〈 「必要なもの」に下記を追加 〉

薬さじ，薬包紙

	2
	59
	やってみよう　注意
	換気をよくし
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(かん),換)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(き),気)をよくし

	2
	60
	4
	加熱した。そのとき，マグネシウムや鉄（スチールウール）は酸素と化合し，生成した固体の質量は増加した。
	加熱すると，マグネシウムや鉄（スチールウール）は酸素と化合した。そのとき，加熱後の物質の質量は増加する。

	2
	63
	章末問題②
	とは何か。
	とは，どんな法則か。

	2
	64
	23〜27
	
	〈 体裁の変更，文字の改行 〉

	2
	67
	実験8　必要なもの
	
	〈 「必要なもの」に下記を追加 〉

こまごめピペット

	2
	68
	2
	湯気
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ゆげ),湯気)

	2
	70
	11
	必ず熱の出入りがある。
	熱の出入りがある。

	2
	70
	やってみよう
	物質の溶解の
	物質が水に溶ける

	2
	70
	やってみよう
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ふくろ),袋)が
	袋が

	2
	70
	やってみよう　写真
	
	〈 手袋を着用 〉

	2
	71
	トピック　3箇所
	バラバラ
	ばらばら

	2
	72
	5
	クラスメート
	クラスメイト〈 p.72　12行目も同様 〉

	2
	75
	右段42
	2NaCl ＋ CaCO3
	CaCO3 ＋ 2NaCl 

	2
	83
	観察1　コツ②
	ピントをずらすと，
	ピントを合わせると，

	2
	84
	6
	ない特徴
	見られない特徴

	2
	87
	実験2　必要なもの
	
	〈 「必要なもの」に下記を追加 〉

柄つき針

	2
	88
	図5
	花弁とおしべの写真以外はすべて
	おしべの毛と花弁，葉の裏側の写真以外は

	2
	93
	1
	血液とその eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(じゅんかん),循環)
	血液とその循環

	2
	99
	図22
	
	〈 全身と肺への動脈の形状を変更 〉

	2
	120
	やってみよう5箇所
	ストップウオッチ
	ストップウォッチ

	2
	136
	15
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ほ),歩)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(きゃく),脚)
	歩脚

	2
	146
	27
	その結果新しい
	その結果，新しい

	2
	148
	2
	ほろびたり
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ほろ),滅)びたり

	2
	152
	右9
	汗
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(あせ),汗)

	2
	153
	左6
	からだのつくり
	体のつくり

	2
	156
	サイエンスランドB，H
	核　胆汁　尿素
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(かく),核)　 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(たんじゅう),胆汁)　 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(にょう),尿)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(そ),素)

	2
	158
	右中段
	へい列つなぎ
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(へいれつ),並列)つなぎ

	2
	169
	実験2　必要なもの
	2.5V用と3.8V用
	2.5ボルト用と3.8ボルト用

	2
	171

175

177

179
	問い 右図

実験3-2①図

トピック 右図
実験４①左図
	
	〈 p.167図(b)の回路図に統一するため，回路の分岐点に「・」を追加 〉

	2
	172
	8
	電流が増えるから
	電流の大きさが大きくなるから

	2
	173
	基本操作　手順②
	針の振れ
	針の eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ふ),振)れ〈 p.219やってみよう手順②も同様 〉

	2
	179
	実験4結果の整理②
	横 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(じく),軸)
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(よこ),横) eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(じく),軸)

	2
	190
	左段25〜26
	
	〈 体裁の変更，文字の改行 〉

	2
	190
	右段26
	2200000〔J〕
	2200000 J

	2
	190
	問い
	2 Wの電熱線に
	電熱線に2 Wの電力になるように

	2
	192
	章末問題③
	どんな関係か。
	どんな法則か。

	2
	193
	中央囲み
	影響
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(えい),影)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(きょう),響)

	2
	196
	6
	同じ電気どうし
	同じ種類の電気どうし

	2
	196
	図21　2箇所
	おびる，おびる
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(お),帯)びる，帯びる

	2
	197
	図22
	摩擦した下じき
	〈 体裁の変更，文字の色の変更 〉

	2
	201
	図30
	
	〈 写真中に「－極」「＋極」を追加 〉

	2
	202
	トピック　図
	
	〈 「約10°」の引き出し線位置を移動 〉

	2
	203
	実験7　コツ
	電磁石では，模様が見えたらスケッチする前に，スイッチを切っておく。
	大きな電流が流れ，電磁石が熱くなるので，模様が見えたらスケッチする前にスイッチを切るようにする。

	2
	205
	図35
	電流小

電流大

磁力小

磁力大
	電流が小さいとき

電流が大きいとき

磁力は小さい。
磁力は大きい。

	2
	205
	やってみよう
	U字磁石
	U字形磁石

	2
	206
	7
	電磁石からの鉄しん
	電磁石から鉄しん

	2
	214
	上段　手順①
	単一乾電池に
	単一 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(かん),乾)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(でん),電)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ち),池)に

	2
	219
	やってみよう　図
	足の向き
	あしの向き

	2
	219
	10
	流れかたが
	流れ方が

	2
	221
	章末問題③
	コイルに磁石をすばやく近づけた。このときコイルに電流が流れる現象を何というか。
	コイルに磁石を近づけると，コイルに電圧が生じ，電流が流れた。この現象を何というか。

	2
	225
	左段2
	〜193
	〜p.193 〈 p.225右段10，26行目も同様 〉

	2
	241
	3
	p.238，239
	p.238〜p.239

	2
	244
	グラフ中の文字
	17.3−9.4＝7.9 g
	17.3−9.4＝7.9 〈 gを削除 〉

	2
	253
	右上図
	
	〈 「雪の結晶」の文字の位置を変更 〉

	2
	257
	図21
	地上付近の風向
	地上付近の風のふき方

	2
	258
	図22　説明文
	ふき込み，
	ふきこみ，

	2
	268
	図36
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(かも),鴨)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(がわ),川)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(し),市)
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(かも),鴨)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(がわ),川)市

	2
	276
	8行目右
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(こう),黄)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(さ),砂)
	黄砂

	2
	283
	問題4　図1
	
	〈 線分XYの長さを変更 〉

	2
	290
	14
	動きをにぶらさせて
	動きをにぶらせて

	2
	296
	左段29
	白くにごる。
	白く濁る。〈 p.296中段13行目も同様 〉

	2
	296
	左段問題5①ア解答
	
	〈 左辺の水分子の粒子モデルを直列でなく山型にしても可であることを追加 〉

	3
	5
	右下
	バルーンフェスティバル
	バルーンフェスタ

	3
	7
	左上写真
	
	〈 台車の車輪の向きを変更，p.13図4，p.38図26（a），図27（a）も同様 〉

	3
	10
	左段13
	（ eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(だん),弾)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(せい),性)力）
	（ eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(だん),弾)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(せい),性) eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(りょく),力)）

	3
	12，13
	実験2　手順②，③
	
	〈 図中の文字A，B，Fの位置を変更 〉

	3
	13
	実験2　手順④
	
	〈 図中に文字A，Bを追加 〉

	3
	13
	考えてみよう
	ひもの角度が
	二つの力の角度が

	3
	14
	2

4

図
	ばねばかりの値によって

ばねばかりの値によって


	ばねばかりの値AとBによって
ばねばかりの値Fによって

〈 図中に文字A，B，F，力などを追加 〉

	3
	19
	章末問題①
	2力が
	二つの力が

	3
	19
	章末問題③④
	〜15　 〜19
	〜p.15　 〜p.19〈 p.39章末問題①〜④，p.66章末問題①，②，④，p.71左段2，15，41行目も同様 〉

	3
	37
	やってみよう手順①
	のせた鉛筆の
	のせた eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(えんぴつ),鉛筆)の

	3
	37
	問い
	とは何か。
	とは，どんな法則か。

	3
	39
	13
	同一線上に
	同一直線上に

	3
	43

44
	実験6手順①（2箇所）
実験結果の例の表
	動滑車
	滑車

	3
	43
	実験6　手順③
	糸の一端を
	糸の eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(いったん),一端)を

	3
	43

44
	考えてみよう

10〜11
	そのまま持ち上げた
	直接持ち上げた

	3
	44
	実験結果の例の表
	糸を引いた
	引いた

	3
	44
	2〜3

10
	少なくてすむが，糸を引く距離は長くなる。
持ち上げた場合の2倍になる。
	少なくてすむ。しかし，糸を引く距離は直接持ち上げた距離よりも長くなる。
持ち上げた距離の2倍になる。

	3
	44
	11
	持ち上げたときでは，
	持ち上げたときとでは，

	3
	47
	4〜5
	であることが知られている。これより仕事率を計算すると，
	である。これより仕事率を計算すると，次のようになる。

	3
	47
	6
	約780 W。
	約780 W

	3
	49
	上段　手順②
中段　図中文字
	乾電池など
 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(かん),乾)電池
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(かん),乾)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(でん),電)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ち),池)など
乾電池

	3
	51
	実験7　図
	
	〈 紙を巻いた乾電池の位置を変更 〉

	3
	52
	図47（2箇所）
	ボーリング
	ボウリング

	3
	62
	右段18
	食物 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(れん),連)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(さ),鎖)
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(しょく),食)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(もつ),物) eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(れん),連)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(さ),鎖)

	3
	62
	右段21
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(せっしゅ),摂取)している。
	摂取している。

	3
	65
	11
	に対して，
	に対する，

	3
	66
	18
	離れたところ
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(はな),離)れたところ

	3
	67
	18
	有効利用するなどの工夫が
	有効利用する工夫が

	3
	68
	10
	おもった。
	思った。

	3
	73
	問題7　図1，2
	
	〈 距離の幅を示す線を追加するなどの変更 〉

	3
	73
	問題7①
	斜面にそって引き上げた
	斜面にそって5 m引き上げた

	3
	74
	サイエンスランド②
	ピサの斜塔で
	ピサの eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(しゃとう),斜塔)で

	3
	76
	5
	生物の体の成長のしくみを，細胞の観察を通して学習していこう。
	細胞の観察などを通して，生物の体の成長のしくみやふえ方，形質の伝わり方や遺伝子について学習していこう。

	3
	79
	観察1　

手順①，必要なもの
	カッター
塩酸に入れて，2〜

あたためたあと，
	カッターナイフ

塩酸に入れて2〜

あたためた後，

	3
	87
	観察3　★1
	濃度
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(のう),濃)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ど),度)

	3
	92
	11
	染色体
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(せんしょくたい),染色体)

	3
	105
	4
	環境・医療
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(かん),環)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(きょう),境)・ eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(い),医)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(りょう),療)

	3
	110
	8

18

26
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(はいしゅ),胚珠)
 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(とく),特)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ちょう),徴)
 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(じ),自)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(か),家)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(じゅふん),受粉)
	胚珠

特徴

自家受粉

	3
	112
	サイエンスランド

①，③，④
	細胞　生殖　染色体
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(さいぼう),細胞)　 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(せい),生)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(しょく),殖)　 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(せんしょくたい),染色体)

	3
	118
	図4　③
	食べ物
	食物

	3
	122
	図７
	（消費者）
	〈 文字を削除 〉

	3
	123
	実験1　手順③
	
	〈 イラスト変更，ペトリ皿にふたをする 〉

	3
	129
	サイエンスランド

③，⑤，⑥
	環境　濃度　蓄積　顕微鏡　細菌類
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(かん),環)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(きょう),境)　 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(のう),濃)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ど),度)　 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ちくせき),蓄積)　 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(けん),顕)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(び),微)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(きょう),鏡)　 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(さいきんるい),細菌類)

	3
	132
	左段（5箇所）
	（1年）（2年）
	（中学校1年）（中学校2年）

	3
	135
	実験1　必要なもの
	
	〈 「必要なもの」に下記を追加 〉

豆電球

	3
	139
	5
	いるだろうか。
	いるのだろうか。

	3
	139
	実験2　必要なもの
	
	〈 「必要なもの」に下記を追加 〉

こまごめピペット，試験管，試験管立て

	3
	144
	5
	最小の粒子
	最小の粒

	3
	147
	右段写真文字
	撮影した
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(さつえい),撮影)した

	3
	148
	2

4

7

側注


	陽イオン

陰イオン

層★1
★1：この層を eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(でん),電)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(し),子)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(かく),殻)という。

	〈 ★1を挿入 〉
〈 ★2を挿入 〉
層★3
★1：電子を1個失ってできる陽イオンを1価の陽イオン，電子を2個失ってできる陽イオンを2価の陽イオンという。

★2：電子を1個受けとってできる陰イオンを1価の陰イオン，電子を2個受けとってできる陰イオンを2価の陰イオンという。

★3：この層を eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(でん),電)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(し),子)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(かく),殻)という。

	3
	152
	12
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(でんたい),電堆)
	電堆

	3
	154
	4
	電解質水溶液
	電解質の水溶液

	3
	159
	章末問題⑤
	p.150〜p.151
	p.142， p.150〜p.151

	3
	163
	実験5　必要なもの
	
	〈 「必要なもの」に下記を追加 〉

こまごめピペット

	3
	164
	やってみよう
	酢に卵の殻を入れて
	酢で卵の殻を溶かして

	3
	165
	問い
	酸性とアルカリ性の両方に
	酸性，アルカリ性の水溶液に

	3
	173
	実験7　手順④　図
	色つき蒸発皿
	色つき eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(じょう),蒸)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(はつ),発)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(ざら),皿)

	3
	173
	実験7　必要なもの
	
	〈 「必要なもの」に下記を追加 〉

三脚，金網，色つき蒸発皿，加熱器具

	3
	174
	左
	
	〈 実験結果を示すため，「図37　実験7で中性になった液を蒸発させてできた白い結晶」を追加。以降，p.177まで図番号を繰り下げ 〉

	3
	174
	5
	お eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(たが),互)いの
	おたがいの

	3
	175
	3
	①塩酸の電離を式で表す。
	①塩酸中での塩化水素の電離を式で表す。

	3
	175
176
	やってみよう

1〜8
	〈 中和のときに水ができることを確認してみよう 〉
	〈 やってみようについて，水が生成しない反応でも硫酸銅の青色の呈色が表れることがあり，この実験では中和によって水が生成したとは判断できないため，内容を変更 。「中和のときに塩ができるようすを確かめてみよう」としてp.176に移動。それに伴いp.176の本文および側注を一部変更し，p.175に移動 〉

	3
	178
	4
	水溶液の濃さ
	水溶液の eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(こ),濃)さ

	3
	180
	右下　表
	表
	表1

	3
	183
	右41
	炭酸と
	炭酸水と

	3
	185
	問題5④
	電極のようす
	電極Yの気体が発生するようす

	3
	197
	左6
	ちょうど東から
	真東から

	3
	232
	3〜4
	太陽系の外側には太陽系の1000倍の空間を考えても，天体は存在しない。
	太陽系の外側には太陽から海王星までの距離の1000倍の空間を考えても，恒星は存在しない。

	3
	254
	12，13
	p.255
	図12

	3
	263
	写真右文字
	電源の端子
	電源の eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(たん),端)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(し),子)

	3
	268
	7，★2
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(い),遺)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(がい),骸)
	死がい

	3
	269
	図28
	〈 原子力発電および水力発電の模式図 〉
	〈 原子力発電の原子炉および水力発電のタービンを，より実際の構造に近い図に変更 〉

	3
	272
	19
	覆われた
	おおわれた

	3
	273
	16
	通り抜ける能力
	通りぬける能力

	3
	278
	やってみよう
	する方法を調べてみよう
	するための方法を考えてみよう

	3
	280
	テーマ例　4
	電球型
	電球形

	3
	284
	問題2　図中文字
	海洋プレート
	海のプレート

	3
	284

299
	問題3①

右段3①
	①わたしたちの食料となる作物の収穫量をふやすことができたのは，19世紀から20世紀にかけて何があったからか。

3　①化学肥料がつくられた。
	①19世紀から20世紀にかけて，あるものがつくられたことで，わたしたちの食料となる作物の収穫量が上がった。このあるものとは何か。

3　①化学肥料

	3
	286
	サイエンスランド⑥
	湖沼など
	 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(こ),湖)

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ明朝 Pro W3" \* hps8 \o\ad(\s\up 6(しょう),沼)など

	3
	290
	5

9


	穴から画びょうをさし，

★風船を


	穴から，画びょうなどを使って

★どのくらいの大きさの穴をあけるか，風船を

	3
	294
	4
	の混合液を
	を混ぜた液体を

	3
	298
	右段41〜43
	④電極Yから発生する気体の量が多くなる。また，電極Xに赤い物質が付着する量が多くなる。
	④気体の発生するいきおいが増す。

	3
	301
	中段31〜32
	
	〈 「噴石」「分解者」の順番を入れ替え 〉

	3
	308
	右下図文字
	セロハン紙を
	セロファンを

	3
	311
	周期表
	〈 周期表 〉
	〈 2012年に正式名称が決定したため，周期表に114番元素フレロビウム（記号Fl），116番元素リバモリウム（記号Lv）を追加 〉

	3
	313
	図
	
	〈 銀河系の渦巻きを逆方向に， 冥王星の軌道を削除 〉
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